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 自主防災組織づくりの方法 

 

自主防災組織の規模の大きさや活動には、こうしなければならないといった定まったものはあ

りません。 

組織づくりは、既存の自治会や町内会等の住民組織単位の中に「防災担当」や「防災部会」を

つくる方法など地域の実情に合った防災活動を行うことが現実的といえます。 

 

（１）自主防災組織づくりの手順 

ＳＴＥＰ１ 

町内会や自治会等で防災活動

の必要性を検討します 

○過去に地域で起きた災害はない

か。 

○もし今大地震などの災害が発生

した場合、地域内での被害想定は

どうか。 

○災害避難地図「新発田市ハザード

マップ」を確認して、自分たちが

今行っている防災に対する備え

は十分か。 

ＳＴＥＰ２ 

役員会等で検討します 

○現在の活動を広げて防災担当（防

災部会等）を設ける。 

○または、他の地区と協力して新た

に自主防災組織を立ち上げる。 

ＳＴＥＰ３ 

総会等で決議します 

○自主防災組織は、組織（活動）に

参加する地域住民相互の同意に

基づく「互助」の精神が原則です。 

○一部の人たちだけでなく、みんな

が連携して活動するという意識

を持つことが大切です。 

ＳＴＥＰ４ 

リーダーを決めます 

○総会での決議が得られたら防災

担当のリーダーを決めます。 

 自治会・町内会長等がそのまま兼

務する場合もあります。 

○防災活動は、地域住民の自主的な

活動です。活発に行われるかどう

かはリーダーの見識や熱意が大

きく左右します。 

ＳＴＥＰ５ 

組織規約を改正・作成します 

○既存の自治会などの規約に自主

防災活動の記述を付け加える。 

○「○○○町内会防災会」等の名称

を掲げ新たに規約を作成する。 

ＳＴＥＰ６ 

緊急連絡網・役割分担などを

作成します 

○災害発生時に迅速かつ効率的に

防災活動を行い、被害を最小限に

食い止めるため、災害時の緊急連

絡網や役割分担などを作成しま

しょう。 

○日頃の備えや災害時にはどのよ

うな活動をするのかなど具体的

に盛り込みましょう。 

 

 

 

自主防災活動の開始 
※ 組織づくりは、自主防災活動を行うための出発点です。できることから地道に活動して行く

ことが大切です。 

  参加する地域住民が「自分たちの地域は自分たちで守る」という意識を持ち、地域で支え合

う防災活動を効果的に行うことが大切です。 
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情報収集班（班長） 

（情報の収集・伝達） 

（２） いろいろな自主防災組織の形 

種 別 説 明 役員構成 

一体型 

自治会・町内会等の住民組織がそのま

ま自主防災組織を兼ねる。 

防災担当（部会）を設け自治会・町内

会等の活動として自主防災活動を行

う。 

自治会・町内会等の代表者、役員が自

主防災組織の代表、役員を兼ねる。 

内部組織型 

自治会・町内会の下に、別に防災部門

をつくり、その部門を自主防災組織と

する。 

自治会・町内会役員とは別に、独自に代

表者、役員を選ぶ 

別組織型 

自治会・町内会等が中心となり自治

会・町内会等とは別の自主防災組織を

つくる、 

独自に代表者、役員を選ぶ。 

 

（３） 自主防災組織構成 

                          （一体型全体像） 

           

  

本部 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この他、地域の実情に応じて、水防班、巡視班や地域の消防団員の設置も考えられます。 

 

（４） 規約の作成 

    資料を参考に規約を作りましょう。 

① 自治会・町内会などの規約を改正して対応する場合 

（目的や事業計画などに自主防災活動を定義付けする。） 

② 新たに自主防災組織の規約を定める場合 

 

（５） 活動計画の作成 

    ① 災害時の緊急連絡網や役割分担などを作成します。防災活動は多岐にわたることか

ら、できることから少しずつ取り組みましょう。 

    ② 自治会・町内会等の事業と兼ねて、自主防災組織の事業や普及啓発活動を行うこと

も、取り組みやすさ、予算の面からも有効かつ効率的な方法です。 

    ③ 地域の消防団などと協力して活動しましょう。 

副
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☆平常時の活動 

項  目 具体的な活動内容 備  考 

災害に備えるための活動 防災資機材の整備、管理 

災害による被害を防ぐた

めの活動 

地域の危険箇所の把握 

地域の避難経路、避難場所の把握 

防災マップの作成 

災害時要援護者の把握 

市や消防署等で見本やチェック

リストの参考となる資料を入手

しましょう。 

災害時の活動の習得 

消火訓練 

避難訓練 

給食給水訓練 

特別な訓練を行わなくても既存

の活動の中で内容を工夫して訓

練を兼ねることができます 

普及啓発活動・広報紙の

発行 

広報紙の発行、防災講演会の開催、

火気を使用する器具点検・整備の

呼びかけ 

防災に関する知識を高めるため

町内会発行チラシの一部を防災

ひと口メモなどとして活用でき

ます。 

 

☆災害時の活動 

項  目 具体的な活動内容 

情報収集・伝達活動 災害情報や被害状況などの収集と伝達 

地域の消防団や防災機関等との連絡 

初期消火活動 消火器などによる消火活動 

避難誘導活動 地域住民及び災害時要援護者の避難支援（誘導、安否確認など） 

救出救護活動 負傷者の救出救護、医療機関への連絡 

給食給水活動 避難所運営協力（食料、飲料水の調達と炊き出し、救援物資の受領、

配分） 

 


